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工法の特徴 

優れた国産陽極ユニット！ 

● チタン製ラス材（陽極材）は、国内で生産されており品質および 

耐久性が高い製品です。 

● バックフィルは、イオン伝導性と電子伝導性を兼ね備えた画期 

的な電解質を適用しています。 

● ＦＲＰ製保護カバーは、耐食性・耐候性・化学的特性に優れて 

います。 

 

ユニット化により省力化を実現！ 

● 陽極ユニットをコンクリート表面に設置するため、 

作業を簡略化できます。 

● 陽極材がバックフィルに覆われているため、鋼材 

と接触（短絡）しにくく、絶縁処理施工を省力化で 

きます。 

 

 

既設構造物を傷めない設置方式！ 

● コンクリート表面に小さな孔を削孔するだけで設置可能なので、従来の線状陽極方式の 

ようなコンクリートはつり作業はほとんどなく、既設構造物への負担を軽減できます。 

● はつり作業がほとんどないため、騒音・振動・粉じんなど周辺環境への影響を最小限にで 

きます。 

● 他の電気防食工法で課題となっているＰＣ構造物にも適用できます。 

【従来工法】線状陽極方式工法 

チタン製ラス材陽極 

埋戻し 

モルタル 

コンクリート表面をカッターで切込み、チッパーで

はつり取り、その箇所に陽極を設置して、埋戻しモ

ルタルを充填する。 
 
◆課題 

・既設コンクリート構造物を一時、傷つける。 

・切込み、はつり作業に時間が費やされる。 

・切込み、はつり作業時に騒音、粉じんが発生する。 

・埋戻しモルタルの充填不良が生じやすい。 
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■ＲＣ橋

施工例

本工法の

施工実績

平成28年度亀津大船築

工区、3工区

平成29年度道路補修(交

区、２工区)

工

平成27年度　加領郷大

平成29年度戎橋長寿命

橋脚 

〒1
――――

例 

の施工例を下

績 

築地線橋梁補修工事(新

交付金)橋梁工事(平土

工事名称

大橋橋梁補修（その2）工

命化修繕工事

35-0061 東京
――――――

本

下記に示し

新里橋) 鹿児島県

大島郡徳之

野橋１工 鹿児島県

大島郡天城

場

工事
高知県安芸

奈半利町加

香川県

東かがわ市

京都江東区豊
――――――
本社 技術本部

 03-6220

します。 

之島町
鹿児島

城町
鹿児島

場所

芸郡

加領郷

国交省

土佐国

市引田
香川県

豊洲５丁目６番
―――――――

部 技術部 補

0-0637   0

■

島県徳之島町

島県天城町

発注者

省四国地方整備局

道事務所 奈半利国道

県東かがわ市

番５２号  http:
――――――
補修補強チー

03-6220-0639

ＰＣ桁橋の
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H29.11～

工期

道出張所
H27.11～

H29.9～

://www.orsc
―――――――
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